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ヒロハノヒ トエグサの瀞走胞子に就いて

湖水来日男 後藤和四郎本

T. SEGI and W. GOTO: On the planospore3 of Moηo，st1'omα 
tαt岱sI?mtm(KlJTZ.) W ITTOROCK 

三重県の海苔設~.I査に於て， 白子より松名勢に至る 中勢地区一十日;は ， 北勢

のアナクサノリ と 裂なって殆んと青即ち ヒト エグサを I~I 的 としてい る。此の

議jJlに就いては現在の処 Monoslromanitidum WITTOROCK (色l'トエ グナ)と，

新崎博土の提唱している M.latissimum (KUTZING) WITTOROO<: (ヒロハノヒ

トエグナjの2在』に同定している。 後者は日先生在tとして見られるもので，体

形，体細胞，滋走子の発生型などの点より考!台、して これにあ〈ている。然し

分額学上の研究は未だ不充分のj或を脱してし1ない。ヒトエグナ属の生殖法及

び生活史に就いては，本邦誕の蓮実質が比較的よく研究されているところであ

るが，今回このヒロハノヒトエ グサの

生殖細胞に関して観察している際に，

この配(肉体より放出された多くの配偶

子に混って，それらとは全く呉なった

櫛走胞子 (planospore)と思われるもの

が相当数i祝祭されたので，主にこれに

就いてその樹祭結果を報告したいと思

う。尚この苗司矧の配(肉体に，かような

悦走胞子を観祭し得たのは今回が始め

てである。

従来のヒトエ グサ属の生活史に関

する研究としては， β11. latissimum 

(KUTZlNG) WIτTOROCK fC関して 1926

::Í:I'- に CARTER 女火が始めて t即刻fj:~ 年!と

(Diozie)であるこ と， 呉型配偶子 (an-

isogamy)であること及び単為発生し

た配偶子は接合子と同様に分裂せず，

法 三重l日系立大経7J'-ft主主幹部
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1個細胞のままで失きくなって行く事などを観察している。 次に 1946年及

び 1949年に新附博士は， 伊勢 ・三河湾庄の同種に於て，配偶子はヒ トエグ

ナ(M.nitidurn WITTOROCK)のそれより 小さいこと，激走子が発芽して多細

胞{本となる際極く初期の形態が M.nitidum WITTOROCK と可成り相違し，

この種類では始めから細胞分裂は 1平面上で起り，体は 1]習のままてF成長し

成体となる事及び単為発生した配偶子に就いては，CARTERと同様で，接合

子の成熟と殆んど間 u~，期に子装中に 60-34 {閣の悦走胞子を作り ，接合子では

中に4-32倒の櫛走子を作るので両者の区別がi:U*る事， 尚又伊勢 ・三河湾

j~しのものでは lり]らかに世代の交番が行われている事などを報告している。

材料及び方法

本観察に用いた材料は昭和29年6月1日に香良州及び米津711]の養地場ー

に於て採取した養殖の最終期のものである。上告費こ方法は極 く普通の方法で採

取したものの中からヒロハノヒトエグサと同定されたものを 10個体選び，す

ぐに個体毎に泌過海水を部iした乙/ヤ -[;1の中に入れた。翌朝Vヤーレの水j毘

は2PCを示し， 10M休中 7個体が，体のよ縁部から黄緑色の雲;伏に多数の

配偶子を放出し， 顕著な positivephototaxisを示した。

観察結果

配偶子を放出 した7倒体のものに就いて，夫々接合を試みたのであるが，

その聞では全く接合は行われなかった。然しそれらの各個体からi上lされた配

偶子を観察ol:r，一見して配偶子(第1図的と区別出来る変った櫛走胞子(pla-

nospore， Schwatmer)が相当数混入していることが判明 した(第 1図c)。

i傍 j~胞子の形態は次表の如くであるが，胞子の内容は配偶子と殆んど同

様であり，配偶子に混つてのみ認められる点より，これも positivephototax:is 

を示すものと思われる。これらは約半日乃至 1 昼夜悌~ し・て後， 配偶子と Jh

に繊毛を失って球;伏体となったものは発育が遅い。

f昨走する)J包子ーの大きさ(長径×短径)
Cilia を~とったJ.ij， :伏 f本の大きさ(f~t:1!l!)

Ciliaの鍛:
Stigmaの狐:
i昨~主の動作

培養27日目 の大きさ

Gamete3 
7.26μx219μ 

3.82μ 

2(本)

1 (個)
活波

4.87μ(単郷後生)

二一 2 ー

Planosporeョ(?)
9.02μx3.88μ 

5.76μ 

4 (本)

1~3(悩)(大部分 211割)
やや綾没

6.67μ 
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これらの観察は，

配偶子を最も多量に

放:Uしている 5個の

νャーνにhttいての
結果であるが 5個

のνヤーν中 1{聞に
就いては，終始その

i1fi-定胞子は観察され

なかった。引占H1為によ

ってその数的比率は

可l点り相注するもの

と忠われ 5個体だ

けに就いても配偶子

c ・¥ / 以外は殆んど認めら

広実寸¥ れないものから，配

件、子ダ {民子にi昆って顕微鏡
、" の1祝日!]，平均(x860)

一宮島 ， に数個体認め Î~.ト る京，1

(. 出フム 度のM体も観祭され
/〆j¥た}リ々、 次にこの断定胞

子の1''1:買を検討する

第1園 Monost1'omαtαtiss'imum (KUTZ.) WlTTR， 
ヒロ ノ、ノヒトエグサ

α:成熟せる生。正白書IIJJJf'.J. イ: m~似T

b:異状細胞 C:悦走1I也子 x190 

ため，夫々の母体の

生刑判l胞を詳細?と観

察してみた。その結

果協定胞子の山来と

して，それの形成，放H¥l伏態などa<<i誌をj混る.LJjは出来なかったが，縁辺の制

胞の谷処に配偶子母制11胞(!J~ 11ヌ1a) の様に ， 世 ~i.の熟 し方をしない iZ常な *111
胞を観察する事が出来た (~O 図 b)。 ロj1ち夫々の母体の総辺に於て，殆んど

成熟しているとは思われない細胞の間に，幾分固まりをなして部分的に混在

し，それら科制胞は恰も品111胞が艶死する際に見られる原形rt分離を起したHi
¥'C.，内容が長級iし，しかもそれが縁辺のものでは 2つに完全に分裂している。
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かかるy状態のものが相当数見られた。

これが櫛走胞子の由来と して，一応考慮される点は次の如くである。

(1) 個々のνヤーレに就いて(個体毎)観察 した結泉，この世tJ走胞子が多

数混入 しているものに就いては，その Ij]:体に見られるw常細胞も比較的多く ，
その激走JJ包子と異常*111胞との比率の関係が概ね一致している傾向が見られる

(2) 大きさが8回目 μ(長径)x4.87μ(短径)で・・・ 20似体平均・・・11.立定胞子の

大きさと比べて長径は大体間長であり， %1径はやや長いが，悶:体の極〈枕辺

に於ては，一般に紡錘型となる傾向が見られ，短径が組かく なる。民IJちiJff走

胞子の形j伏に似て来る事。

(3) 極 く縁辺に於て 2つに分裂するのは単に蛇死してゆく過程の細胞と

は思われない事。

(4) 中には眼点らしきものを有するものさえらるよFu

(5) 外部にそのままmt:L¥したと思われる形跡が各処に見られる事。
しかし比等の点、に就いては，更に検討を加える必民がある。

考察

. 

以上色々な点から考え合せると，協定胞子(phnospo:re)なるものは，従

71とまでに M.ρulchrumF ARLOW，その他 Enteromorρhaの或蓮などで観察

されている planogonidia の如き性質を布・するものと ;~えられる。

元来この種属の生地法及び生活*に就いて，多議多様な結果が報告され

ているのでらるが，その中に本報告とやや類似的な結果を報告 している もの

に，~937 年 l侍回博士の「アヲサ科の生殖細胞とその発生に関するー観察」と

題する報告がある。この報告ではM.ρulchrumFARLOW vai-.; asiaticum var. 

nov.似在scr.)に就いて同一個体から繊毛4本の planogonidia と繊毛2本で

概ね2個i吾、着 して・治も楼合中の様な配偶子を観察し，これは何れも眼点を欠

き趨光性 !1\~ く ， planogonidiaは脱出後直ちに互いに後端に於て粘着 し， 多数

が一回となってその場所で運動している。やがて沈下して球形となったもの

は，そのまま大きさを胤し，約3箇月で直径57;.!i乙達するものが見られたと

述べ，それに就いて11寺111t'H.土は ， 本極は元来， 配 jP~(4ヰであるが，細胞が配偶

子まで完全に分裂せず，主として繊毛4本の planogonidiaを以て繁殖する

ものであろう と説明している。
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この報告と比較してみると，ヌト;観察の ヒロハノヒトエグサ?に於ては，繊

毛4本の paInogonidiaとgametesとの数的比率が逆になっているが，それ

らの単為的な発生以態などは似ている。又その planogonidia及び gametes

の形成脱出の批態は，まだ比較するまでに充分観察されていないのであるが，

本観察に於ける異常細胞なるものの裏付けを考えてみた場合に，やはり時田

博士の見解も一応うなずける様である。

ζ の類のものに就いて MOEWUSも又Enteromorρhaに於て観察してお

り，これに関して この様な場合は多く染色体数の減数分裂が起らずに 2価

の planogonidiaを生 じ， この性質が迫伝されて行く 為であろ うと説明 し，

陸上植物で言われている倍数休(或いは異数体)polyploidyの現象がこの種属

に於ても見られる事をft{tIかめている。

これらの現象の観察 と共にその細胞遺伝学的な原因の究明及びその育成

利用など今後更に検討されるべき大きな問題が残ってい る。
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